
 

 

 

 

 
 

◇「自分の命は自分で守る！」 
6 月第１週「両

城中学校防災週

間」と，７月第 1

週「呉市防災週

間」の２週間を中

心に，「自分の命

は自分で守る力」

「主体的に避難する力」の向上をめざし防災の取組を進めています。各教科

等で防災について学習し，教科横断的に防災教育を進めています。「土砂災

害対応携帯マニュアル」もその一つで，常時携帯し定期的に点検すること

で，いざというとき，どう行動すればよいかを考えるようにしています。5

月 27 日（金）に土砂災害を想定した避難訓練を実施しました。3 分 23 秒で

全員の避難を確認，そして引き渡しのシミュレーションを実施しました。そ

の後，教室に戻りタブレットでハザードマップを確認し，グループで交流

し，避難訓練の振り返りを行いました。協力的に素早く行動できたことはと

ても素晴らしいです。日頃から先生の指示を１回で聞ける，そういう学校に

することが，いざという時「みんなの命をみんなで守る」ことにつながって

います。これからも続けていきましょう。 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

両 中 だ よ り  
７月号 令和４年７月１日発行 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ： http://www.kure-city.jp/~ryoc/ 

 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄでﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを確認  

引き渡しのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

どの学年もどのクラスも真剣に取り組みました  

◇生徒会の防災の取組 
6 月 1 日(火）に生徒会執行部が主体となって各教室

で授業を進め，命を守るためにどんな行動ができるか

考えました。最後にビニール傘にメッセージを書き，

防災アンブレラを作ることで，防災への意識を高めま

した。この取組は，中国新聞の取材を受け，6 月 3 日

（金）の朝刊で紹介されました。 
【生徒の感想】「楽しかった。黒板の字もとて
もきれいだった。先生みたいだった。」「執行
部の人の授業はとてもわかりやすくためになっ
た。」「生徒だけでまた考えてみたい。」 
【授業者＝執行部の生徒の感想】「はじめはド
キドキしたけど，全員が私の話や思いを聞いて
くれて本当にうれしかった。準備がたいへんだ
ったけど，またやりたいです。」  

◇減災のためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ清掃 
 

中国新聞の取材  

地域の方と七曲がりの清掃活動を行いました  



◇SNS 上のいじめをなくそう！ 
～生徒によるいじめ撲滅授業を実施～  

両城中学校では毎年２回いじめ撲滅キャンペーンを，生徒，保護者，地域
の方，そして教職員で協力して実施しています。第１回は 6 月 6 日（月）～7
月 8 日（金），第２回は 10 月 3 日（月）～11 月 4 日（金）です。 

6 月 8 日（水）に生徒主体の取組として生徒会執行部の生徒によるいじ
め撲滅授業が行われました。４年目になる今回は，生徒全員が楽しい学校
生活を送ることができるように「ＳＮＳ上のいじめやトラブルをなくす」
ことをねらいとし，『ネット社会の歩き方』のシミュレーション教材を使
って，SNS 上の会話の問題点についてグループで考え発表し，最後に一人
ひとりでいじめ撲滅標語を考えました。執行部の生徒が，とても素敵な授
業をしてくれました。Thanks a lot! 真剣に意見・交流する生徒の姿を
見て，本当に生徒のもっている力はすごい！と改めて思うと共に，我々教
職員も勉強になりました。 

今後は，いじめ撲滅ポスター作成，保護者のいじめ撲滅標語とポスター
の募集，いじめ撲滅プロジェクトチーム挨拶運動等の活動を実施し，12
月のいじめ撲滅集会，いじめ撲滅宣言につなげていく予定です。 

【生徒の感想】 

｢今日はＳＮＳ上のいじめについて考えました。タブレットを使ってのシミュレー

ションは初めてでとてもよかったと思います。でもそれよりも，先生ではなく，

執行部の人が授業をしてくれたことが，より自分たちで考えることになりとても

よかったと思います。｣「とてもわかりやすかったです。今日はＳＮＳの問題点や

どうすればよいかみんなで考えることができてとてもためになりました。｣ 

【授業者＝執行部の生徒の感想】 

「準備がたいへんだったし，初めＴＶのトラブルもあり，どうしようかと思いま

した。でも，みんなと真剣に考えることができ，たくさん意見を言ってくれたお

かげで，クラスの人の考えもよくわかったし，私の考えも深まりました。授業を

させてもらって感謝です。ありがとうございました。」 

「みんなが真剣に考えて自分の考えを発表し，それをクラスみんなで 

考えたことで，いじめをなくそうという意識が高まったと思います。」 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

◇マスクの着用について 
熱中症リスクが高い夏場においては，熱中症対策を優先し， 

次のように指導しています。 
○登下校時にはマスクを外してもよい。その際は，人と十分 
な距離を確保し，会話を控える。ただし，あごマスクはしない。 

○公共交通機関を利用する場合は，マスクを着用する。 
○体育の授業や運動部活動での運動時も，間隔を十分に確保し，会話を
控えた上で，マスクを外すようにする。部室，更衣室等の共有エリア
の利用時，部活動前後での集団での移動時にはマスクを着用する。 

○熱中症対策を講じた上で，様々な理由からマスクの着用を希望する場
合は，十分注意した上でマスクを着用する。 

毎月第３火曜日は，｢体罰，セクシュ
アル・ハラスメント相談日｣。 
担当：教頭，西村，舛田，知名 

呉市立両城中学校 校内相談窓口 
■ 学校電話番号  0823-21-4661 

■ 教育相談担当 教頭 ,西村 ,舛田 ,知名  

■ 相 談 場 所   相談室 ,保健室 ,校長室等 

【カウンセラー相談日】（木曜日） 

7月7日，7月14日，8月22日，9月8日，9月15日 

9月22日，10月13日，10月27日，11月10日 

【予約】両城中学校 21-4661【担当】教頭･知名 

 

授業のめあて 『学校外でもいじめにつながることをなくす』 

令和 4 年度いじめ撲
滅ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾒﾝﾊﾞｰ 
平原正敏(地域) 
土井正直(地域) 
中野美宇(生徒会長) 
笹部朝妃・田淵晴貴 

(生徒会副会長) 
長岡正信(PTAＡ会長) 
中川和成(PTA 副会長) 
中野理子(PTA 副会長) 
大本美樹(PTA 副会長) 
工藤孝之(校長) 
子川眞二(教頭) 
西村直朗(教務) 
舛田康司(生徒指導) 
沖中悠紀(生徒会) 
知名朝美(養護教諭) 

いじめとは・・・「いじめ」とは，生徒に対して，当該生徒が在籍する

学校に在籍している等当該生徒と一定の人的関係にある他の生徒が行う心
理的又は物理的な影響を与える行為(インターネットを通じて行われるも
のを含む)であって，当該行為の対象となった生徒が心身の苦痛を感じて

いるものをいう。(｢呉市立両城中学校いじめ防止基本方針｣より) 


